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ative　study　by　the　National　Research　Center　for　Disaster　Prevention，are　considered　in　detail　in　the
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of　the　Earthquake　is　given　here　by　summarizing　on　the　basis　of　the　data　pub1ished　by　the　Jap，n
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　1964年（1旧和39牢）6月16〔に，〕本海に起った，い

わゆる新潟地震は，新潟市をはじめ，虞源に近い口本淘

沿岸地域に多大な被害をあたえた．この地震は，最近日

本において余り大きな地震のなかったこと，また新潟市

において，地盤沈下，油タンク火災など特異な災害をも

たらしたことなどから，学界を始め，広く…般に大きな

関心がもたれた．各論において，各研究機関が，それぞ

れの担当項目について発表されているが，ここでは気象

庁，および東京大学地震研究所で発表さオ1た資料から，

地震の概要について簡栄に述べる．

　1．震源事項
　新潟県粟島南プ州1北緯38，211±001，東経139．1！’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　±OO’

　虞源時　1964年6月16口13時O1分39．9秒土0．1秒

　沫　　さ　40km

　視　模7．5士O．2（図一1参照）

　2．験測資料

　気象庁官署における，農度，震央からの距離，初動発

現時，最大動の振幅とその周期を示したものが表一1で

ある．

　虞度分布は図一2のようになり，仙台胴辺に蛙度5の
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地域が飛び離れて存在しているほかは，変ったものは見

られない．最大震度は6で1．u形県の鶴岡で観測されただ

けである．有感地域は北海道から近畿四国地方にまで広

がっているが，震央から最も遠いのは徳島県剣山であっ

た．墓石の転倒から推定される最大加速度について見る

と，震央に近い四日市，西興屋，猿沢，脇川，鼠ケ関，

湯温海では400gal，瀬波で300gal、鶴岡，塩屋で250ga1

程度となっている．
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　　　　　　　　　　　Tab1e1．　Seismometric　data1）。

翼蓼乱鷲南北成芸L東蒜分讐ト成“榊護震！距離碧」、生隷1北成芸舳㌻分■l1成分

　　　　振幅i周期振幅1周期■振幅周期■　　　　　華叩幽一一幅‘周期■振一幅■周期
1・時　■㎜秒！㎜秒1・・■秒1舞鶴．　…．・・．・1　・一1・lll1l　l・1l・

㌻”＝、、■51：：，∴：I1，lll1llll．1∵1ゾlll

≡02分O1．1■16　111　1．1．12ガペ　　1・6　11・1　1・811　120・6■6
1・・．・1・・i・・≡・一・r■奈良＝…1・…1・…　1…　1・・1・

rl：lrll■lrl∵；il；、llll：1■1ぺ；、∴：l1ll

：：二1■2，1、■2、、3．、、＝、l1貫鷺1：：：「：；1プ：1：1：1：1：1：：15■：

　ll．パ18i6－1　・■≡・　・：1酉郷　　・・1≡…6　・・・…　11．0・45
：：二：21・81：1212：11川i籔簑1：1：㍗分：lll、．。。1．。。。、・。

　　　　1。　。；23　・！11l1八丈烏、l　18・1・・。・1・　1．6…　　1・・1・
ボll18，1≡lll，1，l1歌パllll，ll，1■ぺ■：ll≡l1lllll

、乱、3、、。1。。〔。r・r潮岬…＝・ll：1：1；1l・・1一二11…

1…rl1l・一1・1・…■8■1高松1：1：■：1＝：■：．、1；！lll＝；；lll

l：1；■ガ：一；1ド7411翌■1路r…一い・1川1H・1・
1：＝1．21、：3：．、11：「1：㍑ポ1ガll：llい≡ガ：ll1：

　2。．1．1。　・1・、…　　1！留舳　　・1・「1・・1…l1・1・911611・815
　。。．。。．。。。・、・．・・■■岡山　…　1・一・1・・1・・…　＝1・1i・
：：二：、｛、ガ1：「：ll、篶。1■1≡；；：■ll：rll11：ll：ll■ll：…：

　。。、。．1．i1．1・．…　．・！1・根室＝　…i1・一・！…l111…1・1…≡ll
：二＝1・lll1・151、：1：：1㍑∴：；1：ポ。1lll：≡11ぷll

llll∵、ギ≡ll∴lll1llll∴lrlll，1；一11rl

ll，1三…、1“、1＝：㌻llrポll∴；；≡1ll，1，l

lll∵、lll■lllll；ぺll：l11三11；1∵1．l

lll11二小、1ゾパllll、、”トlllい1プli，ll；■；：ll1l

ll∵ゾlll㌧rllポllll1lll，lllll11二：1：lilll＝ll

一4一



新潟地震概報一高橋

炉

　　　　4　④コ

　　6w④

　　1　④③

　　②③
あ　　　　、

Eig．2　Distribution　of　seismic　intensities　due　to

　　the　Niigata　Earthquake．（Hatched　area：

　　in卿ti㎎the亨elt咋t「ict・・fi・t…it・
　　scale5）．

X－main　shock

　　　　　　　　139E
06・0≦M　＋・十
●リ≦M　　　　　．．　　．
・5．O〉N一　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　o　　　。．’．
　　　　　　　　　　．8o・●

十
　　　○　　■

○　　　二‘二

　　　　　．十≧十

　　50km

■

■

140E
十1・・

十

十…

Fig．3．Distribution　of　aftershocks　of　the

　　Niigata　Earthquake1）・

　初動発現時は，深さ40kmの和達・鷺坂・益田の走1時

山線と比較すると，虞央廿1磯約50km前後までは観測値

がよく一致している．

　最大振幅については．震央に近いところで，振切れ，

傾斜などのため，閉らでないが，新潟の東州成分の50mm

をこえているのが、今nの観測では最人であると考えら

れる・周期については編井地震などにくらべると若下長

いようである．

　3．余　　震

　気象庁，地震研究所などの観測によると，図一3のご

とく余震は，粟島を中心に，その周辺の海域に分布して

いるが、本土陸」二にも起っている．余震の最大なもの

は，本震後4時間以内に同程度のもの（M＝6．1）が3同

起ったが，余震による被害はなかった．

　余震の深さ別の回数では0km，20km，40km程度の

ものが同じように起っており，60kmのものも数同あ
る．

　また余震のうち有感地震については，本震以後1ヵ月

問に179回あり，これは福井・鳥取の大地震にくらべる

と回数は少い傾向があるが，蜆模の大きい余震について

は，そのようなことはない．また気象庁の余震臨時観測

、点の1つ，山北村役場で得られた資料によると，短期問

ではあるが，記録振幅と地震数の関係を示す石本・飯瓜

の式，Wλ㎜＝κ（一定）の係数刎は1．95となり，向然

地震の通常の値刎＝1．9に近い値となっている．

　4、地殼変動

　地震後国土地理院，海上保安庁水路部，地震研究所な

どで行われた調査によると，粟島を含めた海域にかなり

変動カミあった．海上におげる値は，陸上にくらべ精度に

おいておとるが，粟島と本州との問の海域において最大

6mもの隆起地域カミあったといわれている．

　一般に粟島と本州との中問よりやや粟島よりに隆起の

大きい地域がある．

　粟島および本州における降起・沈降は図一4のように

なっている．

　8．1童　　波

　検潮記録による資料を表一2にしめす・

　これを見ると，新潟県松ヶ崎では地震後16分で第一波

カニ到達している．全般に第1波は概して静かな押し波で

始まり，第1波の観測から，浪源域は，新潟県北部から

■1I形県南部にかけての海岸に平行な長さ80～90kmの陛

棚と推定される．本震の震央は浪源域の南寄りにあり，

粟島は浪源域内に含まれる．

　また現地調査から得られた資料では，今同の津波の最

5
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高水位は震源に近い新潟県大島崎で約5mで，これが今

回の津波の最大である．そのほか府屋・塩屋問で4m。

由良・秋田問および村松浜・直江津問で1～2mとなり

震央からの距離による減衰は大きい．佐渡では1～2m

程度であるが，ただ両洋、湾は湾形の影響で3mとなり被

害を牛じている．これは湾口付近の1mから見ると，セ

イシュの増幅効果と考えられる．

　日本’以外では，朝鮮南端で最火波高30cm，ソ連沿海

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一6

州では，津波のあったことがわずかに．忍められる程度で

あった．この汁1波は開期の長いのが一つの特徴となって

いるカミ，陸棚の影響ではないかともいわれている．

　　一・般に今阿の榊とによる被害は，人家が高いところに

あったため，新潟，両沐，岩船，船川などを除くと浸水

による破害は人きくなし・．しかし菊〒潟巾などでは第3波

が，波高1．8mとなって信濃川をさかのぼり、市内低地

に多数の浸水家屋を牛じた．

　6．被　　害
　警察庁の調査による被害は，表一一3のようになってい

る．人きな破害をうけた巾町村は，新潟市，鶴岡巾，酒

冊市，村上市，水原町，豊栄H町，紳林付，山北村などで

あり，村上市，l1．1北村は震央から約30km，新潟市，鶴

岡市カニ約60kmとなっている．新潟市では巾1人jの鉄筋コ

ンクリート碓物の20％，約310棟ものものが被害をうけ

た．しかもこのうちの13％は上部構遣に狽傷がなし・ま

ま，全体が一・つの剛体として沈ドあるいは傾斜してお

’），ケ長り70’はいわゆる不同沈下によって，碓物が強制



新潟地蟹概報一高橋

　Tab1e3．　Damage　caused　by　the　Niigata

　　　　　　Earthquake．
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変位をうけて壮1壊したものである．これらは基礎構造に

その原凶があったのであるが，とくに前者についてはき

わめて特異な被害であった．

　そのほか臨港工業地帯における産業施1設被害および上

下水道，ガス，電力通信線など地下埋．投物の級害の大き

かったことも…つの特巴であった．

　　　　　　　　　参　考文献

1）　気象庁：昭和39年6月16口新潟地震調査徽1I子．

　気象庁技術撒件，榊3号，昭和40年5月．

2）　茂木沽夫：火京人学地震研・究所，新潟地震概榊

　P．46～51，昭和39年．

3）　1い牛・ト閉，並原慶一，松山時彦：火京大学地虞

　研究所，新潟地農概報，p．73～90，昭和39年．

（警集rW榊39午11月1211洲

7


